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◇「新年度におけるロジ研に期待する」
  副会長(元壮年部本部長) 橋場 之廣〔江戸川支部 柴又運輸㈱〕 
 東ト協の２２年度事業計画(案)が先の理事会で決まった。大綱は前
年度と同じ安全・環境・原価のキーワードで占められている。が、さ
らにブラッシュアップして取り組んで精度を上げるのが狙いだ。あら
ためて、ロジスティクス研究会の皆様にはこれまで以上にかかる具体
的な施策や政策提案などのご支援をいただきたい。 
 というのも、やはり平成２０年の世界的経済危機を境にしばらく経
ってみると右肩下がりの日本経済、政権が変わって、国債の発行残高
や人口減少社会への突入、福祉や防衛のあり方などになにか“貧困”
ニッポンが露見してきたようだ。今後とも輸送貨物量の減少は間違い
なく、相応な事業経営を余儀なくされる。会員に配布された原価計算
ソフトを更に活用し、「物流を科学」し、論理的に先見性と世界性、
判断力、スピード感にそん色なくロジ研の役割を担って欲しい。更に
進化して業界受益誘致頭脳集団に・・・・・・・。  
◇「安全フォーラムⅣを開催して」 
       研修委員長 藤倉 泰徳〔足立支部 ㈱藤倉運輸〕 
平成 22 年 3 月 4 日に 18,19 年度の「安全と安心の共創」、20,21 年

度の「安全と安心の実現」という 4 年間にわたって追い求めてきまし
たテーマである『安全と安心』の集大成として「安全フォーラムⅣ」
を開催させていただきました。年度末の 3 月という皆様大変お忙しい
中、８４名というたくさんの方にご参加いただきまして本当にありが
とうございました。 
 2 部構成で行い、第 1 部では皆さん良くご存知の流通経済大学教授
の野尻先生にコーディネーターをお願いしてパネルディスカッショ
ンを行いました。 

 
 パネラーには神奈川大学工学部准教授の堀野先生、社団法人全国消
費生活相談員協会常任理事・関東支部長の増田先生、社会保険労務士、
行政書士であり株式会社企業管理協会の代表取締役瀧澤先生をお招
きし、そこにロジ研代表として松本総務委員長にも参加していただき
ました。堀野先生は自動車工学、ヒューマンエラー解析のプロフェッ
ショナルという視点で、増田先生には消費者の代表として業界の外の
立場で、瀧澤先生はこの業界の課題を的確に把握されている理解者と
してそれぞれのご意見を伺うことができました。本来であればお一人
ずつご講演をいただきたくなる方ばかりで、おかげさまで素晴らしい
パネルディスカッションができたと研修委員長として心よりお礼申
し上げます。 
 第 2部では 2月 8日の第 3回オープンセミナーでも講師をしていた
だいた慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科教授の岸博幸先
生と我がロジ研の竹内本部長に「安全と安心の継続」をテーマに対談
をしていただきました。私だけでなく参加された方は皆さん思ったと
思いますが、本当に「スパッ」とした切れ味の良い方でテレビのコメ
ンテーターとしてご活躍されているのもうなずけるお話を多々して
いただきました。対談の冒頭で岸先生が「私、実はトラック業界って
全然縁もゆかりもなかったんです。何で今日呼ばれたかもよくわから
ないまま、すみません、こんなところに座らせいただいているんです
けれども。」とおっしゃっておりましたが、これを機に岸先生には今
後もロジ研の活動にご協力いただく確約をとりつけました。（笑）高
速道路の無料化どころか首都高速の距離制料金まで復活してきそう
な状況で我々業界は本当にこれから更に厳しい局面を迎えていきま
すが、皆でスクラムを組んで巨大な力に「両足タックル」をして不利
になっていく状況を「自力」で打破していく必要があると思います。
ロジ研では今後も「安全に」「安心して」企業経営が行えるような力
をつける勉強をしてまいりますので、会員の皆様のご支援後協力をお
願いいたします！講師の先生方、会員の皆様、事務局の皆様本当にあ
りがとうございました！。 

◇「支部研修会」 
      広報副委員長 渋谷 隆義〔千代田支部 ㈱ユニコム〕 

 ロジ研千代田支部の研修会を３月２日に日本教育会館に於いておこな

いました。今回は齋藤教育研修部次長にも参加していただき、誠に有難う

ございました。昨年は裁判員制度の開始ということで弁護士の先生に講演

いただきましたが、今回は「健康」をテーマに健康アドバイザーの長島寿

恵先生に講演していただきました。先生は薬剤師でありながら薬に頼りす

ぎていることに疑問を感じ、西洋医学を基本に自分で治す力を高める東洋

医学の理論を学び、「食事」「運動」「心の持ち方」などトータルで自分を

見直すことを指導している先生でした。先生の熱心な話にも引き込まれま

したが、簡単で効果のある体操を実際に体験し、汗を流し、本当に実のあ

る研修会でした。日頃忙しい毎日を過ごしている私達ですが、何よりも「健

康」が大事です。この講演で学んだことを実践してこれから健康で楽しい

人生を歩んでいきたいものです。  
◇「デフレ時代の運送業の利益アップ」 

 第２回：『人財とは・・・ 儲けは人が作る』 唐沢 鉄夫  
 経営資源といえば、ヒト、モノ、カネと言われますが、この中でもヒト
には際立った特徴があります。それは、その価値が無限大の可能性を持っ
ているということです。モノやカネは、１００円であれば１００円の価値、
１００馬力の車であれば、１００馬力の力しか出ませんが、ヒトの価値は
やる気次第でいくらでも引き出すことができます。 

ヒトのやる気を引き出すためには、具体的でかつ頑張れば達成可能な目
標を示し、その達成に向けて経営者・管理者がコーチの役割を果たしてい
くことが肝要です。 
企業の最終目標はキャッシュの増大（元手を増やすこと）ですから従業

員に与える目標も、日々の従業員の行動が管理できキャッシュ（または利
益）の獲得につながる計数管理可能なものとすることが重要です。 
 物理的な財による差別化が困難な現在、人材をいかに育成しヒトの価値
を高めて人財としていくかが、今後企業の盛衰を決める分かれ目になると
思います。 
＊唐沢 鉄夫氏のご紹介 (長野県出身) 

 AMT アドバンスト・マネジメント・テクノロジ株式会社 社長  

 中小企業診断士、情報処理技術者、公認ｼｽﾃﾑ監査人  

 京都大学理学部物理学科卒業  

 日本ﾕﾆﾊﾞｯｸ(現 日本ﾕﾆｼｽ)入社 外資系大手ｺﾝｻﾙﾃｲﾝｸﾞ会社で 20 年以上に 

わたり、ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ、ﾊﾟｰﾄﾅｰ(役員)として国内外多くの企業を指導  

 2005 年独立開業  

 2010 年 1 月より有限会社プラスワン 役員就任 現在に至る  
 
◇「すなおな心」    赤尾 昭次〔千代田支部 ㈱マルカン〕
 
 我が社では、明朗、愛和、喜働をテーマに朝礼をしています。 

明るい

心 

( 明る

い 言

葉) 

1.にこにこする 2.笑う 3.朗らか 4.感謝する 5.思いやり 6.

愛情 7.信頼 8.希望 9.お詫び 10.人を喜ばす 11.｢ハイ｣とに

っこり 12.身軽に気軽 13.ありがとう 14.すみません 15.お

かげさまで 16.反省 17.美点を見る 18.相手に合せる 19.尊

敬 20.豊かに 21.おおらかに 22.楽しい 

暗い心

(暗い

言葉) 

1.じめじめする 2.さびしがる 3.悲観する 4.不足不満 5.腹

が立つ 6.憎む 7.恨む 8.責める 9.心配 10.恐れる 11.取こ

し苦労 12.いらいらする 13.がまんする 14.きらう 15.こせ

こせする 16.悪口をいう 17.欠点をみる 18.後悔 19.憂え 

20.くよくよ 21.そねみ 22.だらだら 

 各 5 つずつ確認する。明るい心は「愛和の家庭」となり、暗い心は「争
いの家庭」となります。 
 人生を良くするも悪くするも本人の自由であり、自分本位の「いらぬ心
配」、「怒り」、「ねたみ」等の不平不満の種は、「ワガママ」、「グチ」、「不
足」を肥料に人間を不幸にする原因となります。一方、利他本意は「明る
い挨拶」、「やさしい言葉」、「親切・謙虚」等の感謝を種に、「ニコニコ」、
「ハイ」、「イソイソ」を肥料に喜びや幸福の花を咲かせます。 
 朝礼のテーマを実現し、事故を無くし、お客様の喜びに繋げるためには、
「純情な心・素直な心」大切です。  
◇お知らせ《ロジ研行事予定》 
 ○4/ 6(火)17:30～正副本部長会議 於:東ト総合会館６F小 
 ○4/17(土) 親睦ゴルフ（狭山西コース） 
 ○5/21(金)16:00～正副本部長会議 於:東ト総合会館６F小 
 ○ 〃  17:30～幹事会         〃 
 ○6/ 9(水) 総会 於:東ト総合会館７F 


